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みなさまこんにちは！ジメジメと梅雨の季節がまいりましたね。暑さに加え湿気があるのが非
常に体にこたえます。さて、6月になり皆様ご存知かと思いますが、単衣の季節でございます。
この季節の単衣は夏単衣といって、いわゆる裏地のない着物であまり透け感のないものが基本で
はございますが、最近では透け感を抑えたものなどもあり6月の単衣〜盛夏〜秋単衣まで着られ
るものもあります。また、着物以外の小物も夏を先取りいたします。長襦袢は白の絽や麻など夏
用のもので衿は絽にしますが、麻やレースなどもOKです。帯揚げや帯締めも夏仕様のものにし
ます。帯揚げや帯締めなどは夏物は冬物か区別がつかないものがありますので、素材や色味など
で判断してみてください。単衣から夏は帯締めの代わりに三分紐で帯留め飾りをつけるのもいい
ですね。ぜひ浴衣の時も三分紐で帯まわりにアクセントをつけてみてください。今年の夏もきっ
と暑くなるのでしょうが、夏キモノ生活を楽しんじゃいましょう！！

＜はた織り教室スタートしました！＞

５月から原町本店で「はた織り教室」をゆる〜くスタートしました。いろんな素
材の色とりどりの糸を選び、楽しくはた織りを行いました。

MINORONEの島抜里美さんを講師に迎え、それぞれに好きな糸を選んで一つ一つ織り上げて
いきました。縦糸を掛ける作業を見ていて、とても大変な作業だということがわかりました。
機屋さんはこれを何千本って掛けるのかと気が遠くなりました。織り上げる楽しさもありま
すが、織物の工程や仕組みがわかって大変勉強になります。また、いろんな素材の可愛い糸
が色とりどりに並び、どんな色味に仕上げるかもワクワクします。毎月開催しますので、ぜ
ひフラッと参加してみてください。

＜はた織り教室６月・７月の予定＞

６月６日（金） 午前10時〜昼１２時 ７月４日（金） 午後2時〜午後４時

午後２時〜 午後４時 ７月５日（土） 午前10時〜昼12時

※参加費2,000円（別途糸代がかかります）
各回定員 ３名まで（要予約）



＜ お客さまコーディネート紹介コーナー ＞

＜きもの語 辞典＞のの巻

今回のおススメ商品は、よろづ屋オリジナル
の柄足袋です。ここ数年、野馬追用の足袋とし
てトンボ柄の足袋「野馬追足袋」をオリジナル
で製作して販売しておりますが、こちらは男性
用のサイズ展開しかなく、女性用にもと思い柄
足袋をこの度製作しました。今回ご紹介するの
は、綿100％の雪花絞りの柄で、綿底は汚れが
目立たないように黒で作りました。浴衣のよう
な風合いと柄の雰囲気で足元を華やかにしてく
れます。シンプルなお着物の装いなどに、柄足
袋はピッタリです。サイズは23.0㎝、23.5㎝、

24.0㎝、24.5㎝の４サイズ展開です。
ぜひ店頭でご覧になって下さい。またご希望の
サイズで受注も可能です（納期に2ヶ月
ほどかかります）のでご相談ください。

・・・女将のつぶやき・・・・

先日の結婚記念日に、珍しくお互い何の予定もなかったのでお蕎麦を食べに仙台まで行って
きました。まず日曜日に予定が空くことがあまりないのですが、せっかくの結婚記念日なの
でたまには仲良く出掛けてみようかと思い、以前お客様から教えていただいた「鹿落堂」さ
んへお蕎麦を食べにいきました。仙台市内に入る手前、広瀬川沿いに佇む「鹿落堂」さんは
建物も店内の雰囲気もとても素敵で、日用品や雑貨、器などの販売もしています。あまりに
おしゃれで社長が緊張しておりましたが、お蕎麦が本当に美味しくてこれまたびっくり！
新緑の眩しい季節で、窓からの眺めも最高でした。皆様も機会がありましたらぜひお出かけ
ください。 鹿落堂（ししおちどう）https://www.shishiochido.com/

着物に関して、わからない言葉や知りたい言葉など

たくさんあると思います。専門用語が飛び交う中
で？？に思うことも多々ありますよね。そんな着物に
まつわる言葉を集めて簡単にご紹介していくコーナー
です。

＜熨斗文（のしもん）＞おめでたい祝儀物に添える熨斗
（細く薄く削ぎ切りにした鮑の干物を紙で包んだもの）を意匠化し
たもの。その熨斗を束にして文様化した「束ね熨斗」は様々な吉祥
文様を入れ込み、振袖や礼装着物、帯などによく用いられます。

＜能登上布（のとじょうふ）＞石川県能登半島で織られ
ている麻織物。江戸時代は地元で栽培していた苧麻（からむし）を

糸にして織られていましたが、現在は紡績糸（ラミー）を使用して
います。櫛押し㮈染やロール㮈染と言われる、能登独自の絣染め技
法による精緻なタテヨコ絣が特徴です。現在では一軒の織元の制作
になり希少化しています。

＜野良着（のらぎ）＞農作業用の和服の総称。動きやすさ
に加え、暑さ寒さ、植物のトゲなどから身を守る役割があります。
もんぺなど昭和初期までは藍木綿の野良着が多く見られました。

オリジナル柄足袋
4,180円（税込）

2月に開催したちょっとしたパーティーでのお客様のコーディネートを少しず
つご紹介していきます。

竹林が描かれた友禅
の訪問着に、これま
た竹が描かれた袋帯。
色のトーンを抑えた
小物を合わせて全体
をシックにまとめま
した。帯締もモノ
トーンで引き算コー
デに。華やかさの中
に格のある装いです。

たたき染のグラデー
ションが美しい訪問着
に西陣の袋帯。シック
な柄と色合いが美しい
袋帯は、お着物の明る
いブルーの色味を引き

立てています。帯まわ
りの小物も落ち着いた
色のトーンでまとめて
います。

成人式でお召しに
なった紅型の振袖を
中振りに仕立て直し
たお着物に、蝶々柄
の可愛らしい袋帯。
帯締もカラフルにし
て、柄の蝶々とシン
クロしています。華
やかな紅型が会場を
明るく彩りました。

花井幸子のデザイ
ナーズブランドが手
がけた訪問着。華や
かな友禅の訪問着は
色のまとまり感があ
るので派手にならず
にクラシックな雰囲
気に。帯は格のある
袋帯を合わせてスッ
キリと。

今月のおススメ！
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